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次
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

か
ら
示
さ
れ
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
将
来
的
な
方
向
性
と
し
て
、
保
険
者

の
財
政
基
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
た
都

道
府
県
ご
と
の
広
域
化
が
明
記
さ
れ
、

島
根
県
に
お
い
て
も
検
討
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。　

　

広
域
化
に
あ
た
っ
て
は
、
保
険
料
が

所
得
割
・
均
等
割
・
世
帯
平
等
割
か
ら

算
定
さ
れ
る
３
方
式
に
統
一
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
本
町
が
採
用
し
て
い

る
算
定
方
式
を
変
え
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。　

　

現
段
階
で
、
広
域
化
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
確
定
で
す
が
、
国
保

加
入
者
の
影
響
等
を
考
慮
し
て
、
今
年

度
か
ら
段
階
的
に
、
移
行
に
向
け
た
算

定
方
式
の
改
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
で
も
昭
和
47
年
か
ら
平
成
２
年
に

か
け
て
実
施
し
、
宅
地
周
辺
と
山
間
部

の
一
部
を
終
え
、
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
国
内
で
頻

発
し
て
い
る
災
害
等
か
ら
の
復
旧
や
将

来
的
な
土
地
の
利
活
用
に
あ
た
り
、
地

籍
調
査
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
な

ど
、
国
に
お
け
る
取
り
組
み
も
強
化
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
平
成
27
年
度
よ
り
地
籍
調
査

を
再
開
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
実
施
に

向
け
た
準
備
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
の
公
共
事
業
は
、
社
会
基
盤
の
老

朽
化
対
策
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
な
ど
に
重
点
配
分
さ
れ
、
２

年
連
続
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、生
活
・
防
災
・

地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
中
心
に
島
根

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

道
路
関
係
で
は
、
県
事
業
に
よ
る
西

ノ
島
海
士
線
（
別
府
工
区
）、
国
賀
海

岸
線
、
珍
崎
浦
郷
港
線
の
改
良
・
改
修

事
業
を
引
き
続
き
行
い
、
町
事
業
で
は

町
道
大
山
線
、
新
小
中
学
校
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
の
ほ
か
、
生
活
関
連
道
な
ど
の

改
良
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
提

供
と
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
向
上
を
図

る
た
め
、
林
道
焼
火
線
の
舗
装
整
備
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

港
湾
・
漁

港
関
係
で
は
、
県
事
業
に
お
い
て
別
府
港

「
フ
ェ
リ
ー
ど
う
ぜ
ん
」
岸
壁
及
び
臨
港

道
路
整
備
と
大
山
地
区
海
岸
高
潮
対
策
事

業
を
継
続
し
て
整
備
し
、
浦
郷
漁
港
で
は

耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
に
向
け
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
な
ど
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。　

　

町
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
既
存
施

設
の
維
持
補
修
を
進
め
る
た
め
、
引
き

続
き
現
況
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
珍

崎
地
区
で
、
新
規
の
漁
業
集
落
環
境
整

備
事
業
に
着
手
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

砂
防
関
係
で
は
、
小
向
地
区
の
奥
谷

川
砂
防
施
設
が
完
成
し
、
船
越
谷
川
、

西
尾
の
代
川
及
び
珍
崎
地
区
の
整
備

が
、
引
き
続
き
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
山
地
区
に
お
い
て
、
渓
流

保
全
を
目
的
と
し
た
新
規
の
治
山
事
業

に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
上
下
水
道
関
係
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

簡
易
水
道
関
係
で
は
、
老
朽
化
し
た

中
央
監
視
設
備
の
更
新
を
行
い
、
良
質

な
水
道
水
の
供
給
と
異
常
時
の
迅
速
な

対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
関
係
で
は
、
美
田
地
区
漁
業
集

落
環
境
整
備
事
業
が
最
終
年
度
を
迎
え
、

残
る
集
落
道
の
整
備
や
土
砂
の
崩
落
防
止

施
設
、
消
火
栓
整
備
な
ど
を
終
え
、
完
了

と
な
り
ま
す
。

　

美
田
地
区
の
完
了
に
よ
り
、
集
合
処

理
に
係
る
地
域
の
整
備
は
、
一
区
切
り

と
な
り
ま
す
が
、
個
別
処
理
地
域
に
つ

き
ま
し
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
環
境
関
係
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

新
し
い
「
ご
み
焼
却
施
設
・
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
」
の
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
先
行

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
本
年
度
よ

り
本
格
的
な
工
事
に
着
手
い
た
し
ま

す
。

　

生
活
に
密
着
し
た
身
近
な
取
り
組
み

で
は
、
海
を
守
り
快
適
な
環
境
を
目
指

し
た
下
水
道
接
続
の
推
進
や
省
エ
ネ
効

果
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
、

太
陽
光
発
電
の
普
及
に
向
け
た
助
成
な

ど
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ま
た
、
海
岸
漂
着
物
の
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
観
光
船
ル
ー
ト
を
中
心
に

町
内
全
域
で
回
収
を
行
い
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
に
相
応
し
い
良
好
な
景
観

保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
関
係

　

次
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
は
、
指
導

者
の
指
導
力
が
、
大
き
く
影
響
を
与
え

る
重
要
な
要
素
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
達
が
授
業
に
興

味
を
抱
き
、
取
り
組
む
こ
と
が
最
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度

は
教
職
員
を
対
象
と
し
、「
子
ど
も
に

興
味
を
抱
か
せ
る
授
業
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
の
模
擬
授
業
や
研
修
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
、
社
会
の
中
で
自
ら
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
職
場
体

験
活
動
等
を
活
か
す
な
ど
、
小
中
連
携

キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
に
、
誇
り
と
愛
着
を
持
つ

心
を
育
む
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の

方
々
と
の
連
携
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
子

ど
も
体
験
隊
、
異
世
代
交
流
等
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
互
い
に
助
け
合
う
心
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
ジ
オ
学
習
を
兼

ね
た
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
共
同
生
活
を
通

し
て
得
ら
れ
る
学
習
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

の
皆
様
が
自
己
実
現
や
地
域
で
の
絆
づ

く
り
な
ど
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
に
繋
が
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
に
努
め
、
幅
広
い
学
習
機
会
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
提
出
い
た
し
ま
す

議
案
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
提
出
す
る
議
案
は
、
教
育
委
員

の
選
任
同
意
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例

の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
予
算
な

ど
42
案
件
で
あ
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
精
算
な
ど

で
３
千
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予

算
額
は
昨
年
同
期
比
で
８
．
９
％
増
の

５
１
億
１
千
１
百
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

５
１
億
８
千
７
百
万
円
を
計
上
し
、
前
年

度
当
初
予
算
比
で
３
．
５
％
の
増
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
を
２
億
６
千
１
百
万

円
、
譲
与
税
・
交
付
金
を
４
千
９
百
万
円
、

地
方
交
付
税
を
２
０
億
３
千
万
円
、
臨
時

財
政
対
策
債
は
１
億
３
百
万
円
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
歳
入
財
源
の
主
な
も
の
は
、

国
県
支
出
金
を
９
億
５
千
万
円
、
町
債

を
１
３
億
９
千
９
百
万
円
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
学
校
建
設
事
業

１
０
億
８
百
万
円
、
ご
み
処
理
施
設
整

備
事
業
１
億
５
千
５
百
万
円
、
漁
業
集

落
環
境
整
備
事
業
１
億
２
千
９
百
万
円
、

町
道
改
良
事
業
１
億
６
百
万
円
な
ど
の

大
型
事
業
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
ほ
か
５
会
計
の

予
算
総
額
は
、
１
１
億
４
千
９
百
万
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
比
で
４
．

２
％
の
増
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
施
政
方
針
、
平
成
26
年
度
の

主
要
施
策
及
び
提
出
議
案
の
大
要
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
副
町
長
、
担
当
課
長
に
説
明
さ

せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
審

議
の
う
え
、
適
切
な
る
議
決
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


